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	　本学は、文部科学省国立大学法人評価委員会による平成30年度に係る業務の実績に関する評価において、中期計画の達成に向けた年度計画の進捗が最高評価の4「年度計画を上回って実施している」又は3「年度計画を十分に実施している」と評価され、総合的に「順調」（6段階中3）と評価されました。また、複数の活動が注目されると評価されました。�　これは、沖縄県唯一の総合大学として地域社会と連携し、豊かな未来社会の実現のために様々な取組を実施してきた成果だと受け止めております。�　今後とも学生及び保護者の方々をはじめとする関係者の期待にお応えできるよう、さらなる教育研究の質の向上に取り組んで参ります。

